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第一章では、対象作例の範囲について確定を行う。前 8 世紀中頃から前 7 世紀、すなわち後期幾何学


































 前 7 世紀の視覚表現における神話の造形化に関しては、先行研究において明快な説明を欠き、とり
わけ神話を造形化することを欲した社会的背景に照明が当てられなかった。本論文は、奉納溝を中心と
した儀礼において、前 7 世紀プロト・アッティカ式陶器がどのように用いられたかを検討し、神話表現
の誕生について、貴族層によるポリス型社会への抵抗と見なす新解釈を提示する。神話表現の成立その
ものについては、葬礼の分野に限らない複雑な歴史的経緯を有すると思われ、図像の成立についてその
全ての背景を議論するには至らなかったが、研究成果は独創的で高く評価できる。また古代史学など周
辺学問領域への波及効果も期待しうる。 
平成２６年１月２８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（芸術学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
